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学術情報

平成18年10月に九州大学北海道演習林で発生した低気圧による風害について

扇大輔-f・長慶一郎・.山内康平・.大崎繁・.田代直明・.古賀信也・

平成18年10月7目午後から8日午前中にかけて台風並みに発達した低気圧により九州大学北海道演習林に大規模な風害
が発生した。今後の資料とするため，ことではその被害概要についてまとめた。被害発生時，北海道演習林内では主に

北ないし北北東方向から最大風速10m/s以上，瞬間最大風速20m/s以上の風が吹いたと推定された。被害は北海道演習
林のほぼ全域にわたり発生し，被害面積158ha，被害推定本数48，481本，被害推定材積21，284m勾こ遣した。今回の被害の

特徴として，カラマツを中心とした針葉樹人工林，とくに40年生以上の壮齢林に大規模な風倒被害が発生したとと，被

害が北東斜面の林分に集中し，風向とほぼ一致したこと，カラマツ林の被害形態は「根返り」が最も多く，次いで「傾
斜・幹曲がり」で， r幹折れ」の被害はわずかであった乙と等が挙げられた。

キーワード;風害，低気圧，カラマツ，樹木の被害形態，九州大学北海道演習林
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1.はじめに

平成18年10月5日に四国の南の前組上に発生した低気圧

は，台風並に発達しながら太平洋側の海上を北東に進み，

関東地方や東北地方に暴風や大雨による災害をもたらしな

がら北海道に接近した(図 1)。北海道では， 10月6日夜

から風が強まり，翌7日午後から 8日午前にかけて太平洋

側東部とオホーツク沿岸地方を中心に最大風速25m/sを超

える暴風が吹き荒れ，道東の根室市では8日6時10分に観

測史上最大となる最大瞬間風速42m/sを記録した(気象庁

2ω6b)。との低気圧により道内各地において農林水産業関

連の被害が発生したが，北海道の平成18年11月24日時点で

のまとめでは，森林被害件数3，456件(箇所)で被害総額

44億円，そのうち倒木等の森林被害は3，307件(箇所)で

被害額34億円にのぼったとされる(北海道総務部2006)。

九州大学北海道演習林(以下，北海道演習林)の所在す

る北海道足寄郡足寄町を含む十勝地方東北部は，全遣の森

林被害の約 6割が集中した最も被害の激しい地域であり，

足寄町では林業被害地365箇所，林業被害総額12億円にの

ぼった(北海道総務部危機対策局危機対策課 2010)。北海

*九州大学農学部附属演習林北海道演習林

道演習林においてもカラマツ人工林を中心に大規模の風倒

被害が発生したことから，乙こでは，その被害概要につい

て報告する。

2.聞 査 方 法

2. 1.圃査地

調査対象地は北海道足寄郡足寄町(43
0

17'N，143
0

33'E) 

に所在する北海道演習林全域である。北海道演習林の森林

は，海抜450mほどの高原と海抜約100mの利別川沿いの足

寄町市街との聞を東に下る丘陵地に存在し，その面積は

3，713haである。そのうち人工林は33%(1，238ha) を占め，

その81%がカラマツ林であるロなお，北海道演習林内には

グイマツおよびグイマツF1色植栽されているが，小面積

であるため，ここではカラマツ林に含めた。カラマツ以外

の針葉樹では， トドマツやアカエゾマツの他，ドイツトウ

ヒ，ヨーロッパアカマツ，ストロープゴヨウなどの外国産

樹木による造林やオニグルミ，ヤチダモ，ウダイカンパな

Eの広葉樹造林もわずかに行われている(九州大学農学部

附属演習林2002)。なお，人工林の造成は北海道演習林設

合AshoroR田 earchFore由，F，配叫tyof勾ri叩 l畑町 KyushuUniversity， Ashoro， H.okkaido， 089-3705 
H 現所属:九州州大学農学部附属演習林福岡演習林
付加をsent組合ess)Kasuya R帥 earchForests， Fac叫tyof勾r蜘 ltUIモ， Kyushu University， Sasaguri， Fukuoka， 811-2415 
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今回の被害にはいくつか特徴が認められた。まず一点目

としては，北海道演習林全域の人工林内において，まとま

った面積の集団風倒が発生した点が挙げられる。カラマツ

やトドマツ， 外国産樹種であるストロープマツ， チョウ

センゴヨウ，パンクスマツの針葉樹造林地に被害が認めら

れた。とくに，カラマツの実被害面積は，全被害面積中の

96%を占めた(表的。なお，アカエゾマツや広葉樹の造

林地では顕著な被害は認められなかった。

今回の被害の特徴の二点目としては，比較的樹齢の高い

人工林に被害が集中していたととが挙げられる。最も被害

面積の大きかったカラマツ林の例を図4に示す。被害はIII

齢蹴 (15年生)以上で発生し，四齢紐 (40年生)以上でよ

り顕著であった。北海道演習林では過去にも，昭和56年

(1981年)の15号台風では最大瞬間風速25.5m/sの風によ

りV-VIII齢級，平成10年 (1998年)の台風5号・ 7号では風

速値は不明だがIV-咽齢級のカラマツ林で風倒被害が発生

している(表4)。また今回の風害の場合，上述したよう

に被害発生時には10m/s前後の強風が吹くなかで瞬間的

には20m/s以上の突風が吹いたと推察された。これらのこ

とから，北海道演習林に生育するカラマツ人工林，特に40
年生 (vm齢級)以上の林分は， 20m/s以上の風に対する抵

抗性が低いことが示唆され，今後のカラマツ人工林の育成

に易たっては風への抵抗性を考慮した施業を検討する必要

がある。

40 

。
I! m lV V 羽温四 IX X XI 

齢畿

圏4 カラマツ林の齢級別被害面積

今回の被害の特徴の三点目としては，被害林分が北~東

北東斜面，とくに北東斜面に集中していた点が挙げられる

(図的。上述したように10月7日午後から 8日朝にかけて

は主に北ないし北東の風であったととが推察されるととか

ら，この方向からの風によって被害が引き起こされたと考

えられる。ただし，被害程度は林分によって一様でなく，

被害率は15%から100%まで様々であった。とのととは，

局所的な地形，土壌，樹種，過去の間伐実施の有無や実施

時期等の施業履歴，林分構造，単木の樹形なE複合的な要

因が被害率に関与しているものと考えられる。今後これら

の要因と被害率との関係について解析していく必要がある。

酉北西

酉

酉甫酉

北
20 

甫

図5 被害林分の斜面方位頻度

3. 3.樹木の被害形臨

東北東

• 
東南東

被害木の被害形態について樹種別に表7に示す。最も被

害木が多かったカラマツ林についてみると，全調査林分に

共通して「根返り」が最も多く被害木全体の75%を占めた。

次いで「傾斜・幹曲がり」の被害が21%で， 1幹折れ」の

被害はわずか4%で最も少なかった。昭和56年 (1981年)

と平成10年 (1998年)の北海道演習林で発生した台風被害

の記録では，カラマツ人工林を中心に群状倒伏が多かった

と記載されており(表4)，今回の被害形態は過去の風害

と似通っていると考えられる。ととろが，同じ昭和56年

(1981年)15号台風による十勝，上川，日高支庁管内のカ

ラマツ人工林の被害形態調査の結果として，永井・畑山

(1984)は，幹曲りが最も多く，それについで根返りで，

幹折れや傾斜は少なかったと報告しているロ幹折れが少な

い点は共通しているが，幹曲りや根返り木の割合は逆であ

った。永井・畑山 (1984)は幹曲りの被害に対する耐風

性に強くかかわるのは幹の太さであり，幹曲りの被害は林

齢や直径，樹高が増すにつれ少なくなる傾向を示し，根返

りの被害はそれらと無関係であったと述べている。今回の

被害について，林分における各被害形態の割合と林齢など

の林分特性や胸高直径なEの単木の形質との相関関係につ

いて調べ，表8に示した。各被害形態と林齢や立木密度，

本数被害率との聞には相関関係は認められなかったが， 1根
返り」および「傾斜・幹曲がり」ともに被害木の幹の平均

形状比(樹高/胸高直径)との聞に有意な相関関係が認め

られた。すなわち，形状比が高くなる(梢殺になる)にし

たがって「根返り」の割合が低くなり， l'傾斜・幹曲がり」

の割合が高くなる傾向が認められた。また， 1傾斜・幹曲

がり」については，被害木の平均胸高直径との聞に有意な

負の相関関係があった。すなわち，胸高直径が太くなるに

つれて「傾斜・幹曲がり」の被害の割合が減る傾向が認め

られたロ乙の結果は，永井・畑山 (1984)の幹曲りに闘す
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る報告と一致した。

カラマツ樹幹の強度は高いにもかかわらず，今回の被害

では「幹折れJがわずかではあるが発生した。幹折れ木に

おける観察から，幹折れ木23本中21本(91%)に根株腐朽(心

腐れ)等の材の腐朽が認められ(図6)，幹折れと腐朽との関

連性が疑われた。 2004年の台風18号による被害報告におい

表 7 各樹種の被害形態別本数

樹種名 根返り 傾斜・幹曲がり 幹折れ

カラマツ 456 (75)事 126 (21) 22 (4) 

ストロープマツ 22 (92) 1 (4) 1 (4) 

パンクスマツ 11 (85) o (0) 2 (15) 

ドイツトウヒ 6 (100) o (0) o (0) 

トドマツ 4 (57) 3 (43) o (0) 

チョウセンゴヨウ 2 (67) 1 (33) o (0) 

計 501 (76) 131 (20) 25 (4) 

事括弧内はパーセンァージ

ても，カラマツ林における被害率と腐朽との関係が示唆さ

れている(福井ら2007)。北海道演習林の壮齢カラマツ林で

は約4割の個体に根株腐朽木が存在し，樹齢の増加ととも

に樹幹内への腐朽の拡大が懸念されている(小林ら 2003)

ことから，今後，カラマツ林の耐風性を考えるうえで，根

株腐朽等の腐朽の影響を含め検討していく必要がある。

ぷ同泳三開iム

604 (100) 

24 (100) 

13 (100) 

6 (100) 

7 (100) 

3 (100) 

657 (100) 

図6 幹折れ被害木の折損部位
(根元に心腐れが観察された)

表8 各被害形態の割合と林分特性および単木の形質との相関関係

被害形態別割合 林齢 立木密度
被害木 被害木 被害木

本数被害率 平均胸高置径 平均樹高 平均形状比

根返り率 o. 135 -0. 101 O. 164 

傾斜・幹曲がり率一0.244 O. 197 一0.073

幹折れ率 0.245 -0. 182 -0.090 

*:5偽有意水準

お わりに

本報告では，平成18年10月7日午後から8日午前中にか

けて台風並みに発達した低気圧により九州大学北海道演習

林で発生した風害の概要についてまとめた。カラマツ人工

林についてはこれまでも大規模な風害を受けていることか

ら，今後，地形や土壌，過去の間伐実施の有無や実施時期

等の施業履歴，林分構造，単木の樹形など様々な要因と被

害率 ・形態との関係について解析をすすめ，より風害に強

いカラマツ人工林の育成法について検討していく必要があ

る。
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